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◎「青少年育成県民運動」への積極的な取組を！
　・「家庭の日」（毎月第３日曜日）
　　　子どもたちが健やかに育つためには、明るく円満な家庭が必要です。毎月第３日曜日は「家庭の日」として定められています。「家庭の日」とは、家族みんなが顔をそろえ、子どもたちの健やかな成長を願う日のことです。家族みんなで楽しめる、長く続けられることをみんなで考え実行しましょう。（現在は全国的に広がっています。鹿児島県が発祥の地です。）
　・「青少年育成の日」（毎月第３土曜日）
　　　毎月第３土曜は、「青少年育成の日」です。これは、心豊かな青少年を育てるために、家庭・学校・地域社会が、青少年が主体的に活動するための場や機会を確保し、地域ぐるみの青少年育成を推進しようと、昭和５７年に制定されたものです。特に「青少年育成の日」と「家庭の日」を連動させることにより三者一体による青少年育成を図ることがねらいで、この日を中心に勤労生産活動、奉仕活動、創作活動、郷土芸能伝承活動、文化活動、体育活動、交流活動、子ども会活動等を年間行事の中で計画・実践し、親と子、高齢者と青少年、異年齢集団の地域活動が一斉に展開できるよう環境づくりを進めることが大切だとしています。本市では校区ごとに開催する「土曜体験広場」を推進しています。（部活動や少年団活動の自粛）
　・「育児の日」（毎月１９日）
　　　毎月１９日を「育児の日」として、子育てを地域全体で応援する気運を盛り上げていこうとする県民運動です。住民一人一人が「家庭」や「地域」、「職場」等で子育てを支えていく取り組みを積極的に行っていきましょう。
